
 

 

 

 
平成 31 年２月 19 日 

  
「支え合いの地域づくりを考えるフォーラム」を開催  

  
「地域包括ケアシステム」の構築 
 
団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年に向け、介護が必要な状態になっても住み慣れた地域

で暮らし続けることができるよう、介護だけではなく、医療や予防、生活支援、住まいを包括

的に提供する「地域包括ケアシステム」の構築が重要な政策課題となっています。  

システム構築の推進には、「自助・互助・共助・公助」の連携が重要で

あり、介護保険等による「共助・公助」のサービスだけではなく、「互助」

による住民主体の多様な生活支援等を充実していくことが求められてい

ます。 
 
伊勢市の取り組み 

 
● 地域での生活支援等サービスの提供体制の構築を推進する「生活支援コーディネーター」を

配置し、地域で活動しようとする住民組織等の支援をしています。 
 
● 生活支援サポーター養成講座の開催で、地域で活動する担い手を養成し、地域デビューの 

きっかけづくりをしています。 
 
● 地域の関係者の顔の見える関係づくりや、地域課題の把握・解決を目的とした「地域ケア 

会議」を立ち上げ、「互助」の取り組み支援を行っています。 

 

 
 

伊勢のまちで、地域での支え合いの精神や住民同士の関わりの重要性を伝え、地域で

課題を話し合い、解決していく「支え合いの地域づくり」を構築することを目的として

開催します。「いせ健幸ポイント」（まちづくりポイント）対象事業です。 
 
と き ３月９日（土） 13 時 30 分～16 時（開場は 13 時～）  
ところ ハートプラザみその 多目的ホール  
対 象 市民、まちづくり協議会、自治会、民生委員・児童委員協議会、老人クラブ、 

シルバー人材センター、介護・障がいサービス事業者 など  
定 員 300 人  参加費 無料（事前申し込みは不要）  
内 容 【基調講演】「今、支え合いの地域（まち）をつくるとき」 

    講師：公益財団法人 さわやか福祉財団 会長 堀田 力 さん 
 

【取組発表】「みんなでつくろう、支え合いの伊勢のまち」 

①厚生地区まちづくりの会「生活お助け隊委員会」委員長 世古 一夫 さん 

     ②地域ケア会議・みやがわ 会長 杉谷 誠 さん 

     ③南本町清和会 会長 藤井 佐太司 さん 
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